
（別紙様式４－１）                                                               （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立高森高等）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

地域密着型の特徴を活かしながら、グローバルな視点を持って将来の地域を担う人材を育てる。そのため、全教職員一体となって「くまも
との教職員像」を実践し、生徒一人一人が自らの強みを活かして輝きを放つ魅力ある学校づくりに努める。  
①生徒の「自律」を最上位の目標とし、国際人として考え行動できる力を育成する授業を実践する。  
②中学生が本校を進学先に選びたくなる新たな魅力を具体的に検討し、その実現に向けた動きを始める。  
③全職員で深い「傾聴」と「承認」を実践し、小規模校だからできるきめ細かな教育活動を実践する。  
④ 地域との連携を強化し、本校教育活動の魅力を生徒が主体的に発信する機会を意識して確保する。 

 

２ 本年度の重点目標 

魅力的な教育活動の創造と効率的な組織運営の実現により、生徒の「自律」：自ら考え、自ら選択し、自ら判断し、自ら行動できる人を育
成する。    
【学校経営目標】（１）幼保小中高連携による「英語教育」や「ＩＣＴ活用教育」を実践する。  

（２）スーパー・グローカルハイスクールの指定校とＩＣＴ先進校として、地域密着型とＩＣＴ最大限活用で学びを充実  
させ、地域活性化に連動した新たな学びによる特色化を図る。 

（３）各職員が教育充実のための創造的なアイディアを生み出す。                          
【授業目標】（１）主体的に学ぶ態度の育成      

（２）課題発見・解決能力の育             
（３）表現し発信する力の育成        

【特別活動目標】（１）協働性の育成 
（２）多様性の尊重   

 

３ 自己評価総括表   
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
（〇は成果 △は次年度への課題） 大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

働き方
改革を
意識し
た業務
改善 

ＩＣＴを活
用した正確
性と効率化
を意識した
持続可能な
業務改善を
図る。 

各分掌部から最低
１つ、ＩＣＴを活
用した業務改善を
図る。 

〇９月までに各部から２つ以上
、ＩＣＴを活用した業務改善
を提案し、職員間で共通理解
を図る。 

〇各部からの提案を１０月～１
月で検証し、次年度に繋げる
。 

４ 〇各部から業務改善案が提出され、１月全職員で確認した。ICT
を活用することで業務削減（集計・印刷・配付等）及びコスト
削減（印刷に関わる用紙・インク等の節約）に繋がった。また
、生徒への連絡・意見集約も可能で、互いの時間節約と効率化
にも繋がった。 

△健康観察に関しては以下の２点に関して再検討が必要である。
①入力忘れへの対応、②紙媒体個人カードで有効であった「生
徒からのコメント（相談）記入と養護教諭からの返し」のICT
機器での入力方法 



入学生
４１名
確保の
ための
本校の
魅力の
創造と
発信 

地域活性化
策に連動し
た新しい学
びに見合う
教育課程を
策定する。 

学科改編の為の教 
育課程を９月まで 
に作り上げる。 

 

〇学科改編委員会が６月中旬ま
でに、新教育課程の骨子を作
り上げる。 

〇県教育委員会や関係機関等か
ら助言を受け、学科新設のた
めの教育課程とスケジュール
を作り上げる。 

４ ○年間を通して、定期的に教科主任会を開き、新教育課程の骨子
を作り上げることができた。また、学科新設のための教育課程
とスケジュールも作り上げることができた。 

 

教務部が主
査となり、
学校総体で
魅力を発信
する。 

生徒が主力となる
ＩＣＴを活用した
情報発信方法を最
低１つ実施する。 

〇各中学校の進路情報提供状況
を見学し、担当班で情報発信
の計画を６月中旬までに立案
し、学校運営協議会に提案す
る。 

〇自治体が発行する広報誌や自
治体の情報発信ツールを活用
し、本校の教育活動をアピー
ルする。 

３ ○例年通り、各中学校へのポスターを作成し、配付することがで
きた。また、感染対策をしてオープンスクールを実施すること
が出来た。各中学校別に会場を設け、当該中学校の卒業生が進
行した。参加人数を増やすことが次年度の課題である。 

 
〇高森町役場・南阿蘇村役場の広報担当者に各担当者が行事取材
の案内を行い、掲載していただいた。 

△高森高校Good Newsが県指定校予算措置の変更で作れなくなっ
た。新たなアピール方法を考えたい。 

 
学力 
向上 
 

カリキ
ュラム
マネジ
メント
による
授業改
善 

個別最適化 
した教育を 
推進する。 

観点別評価を１月
までに確立する。 

〇評価に関する講師招へい研修
会や職員研修等を実施し、観
点別評価表を構築する。 

〇各教科でスーパーティーチャ
等を招聘し、授業改善に取り
組む。  

４ ○国語・数学・英語のスーパーティーチャーを招聘し、ＩＣＴ機
器を活用した授業改善や観点別評価について、助言をいただき
、教科主任会で共有することができた。 

自立型の学
びへの転換
を図る。 

各教科のＩＣＴを
活用した探究型授
業の実践例を１２
月までにまとめる
。 

〇町内義務制のＩＣＴ活用授業
を観点別評価の視点で、全職
員１回以上参観する。 

〇７月下旬までに、授業マネジ
メントに沿った授業実践報告
をまとめ、２学期の公開授業
に繋ぐ。 

３ △コロナ禍ということもあり、町内義務制のＩＣＴ活用授業を全
職員が参観することはできなかった。 

 
○１学期に参観授業を行い、全職員が自身の授業を録画した。そ
の中から２本公開授業を実施した。また、２学期は別の授業者
による公開授業を実施した。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

社会に
おける
自己の
生き方
を考え
るキャ
リア教
育の推
進 

地域と連携
しキャリア
教育に取り
組む。 

グローカル・プロ
デュースの課題研
究テーマそれぞれ
が外部人材や施設
など、団体との協
力関係を築き、地
域との連携を図る
。また、地域人材
の開拓を行いキャ
リア教育講演会の
実施を３回行う。 

〇学校運営協議会にグローカル
・プロデュースの課題と連携
先一覧を提出し、助言を受け
る。 

〇グローカル報告会はYouTube
限定配信等を併用し、学校運
営協議会委員や探究活動に関
する外部指導・支援者に観て
いただき、評価を受ける。 

４ ○グローカル・プロデュースの連携一覧は学校運営協議会で確認
していただいた。また、グローカル報告会に関して、文化祭での
中間報告における評価を３月の報告会に活かすよう全員で共有
した。 

○３月のグローカル報告会は感染対策として、YouTube 配信で実
施する。 

○学校評価アンケート結果では好意的な評価（A・B）の割合が、
保護者93.8％、生徒97.8％、職員100％で、Aと回答した割合が
三者とも約60％で多数を占めた。本校のキャリア教育推進が浸
透している結果ととらえられる。引き続き、より一層のキャリ
ア教育推進を図る。 



個に応じた
体系的な進
路指導を確
立する。 

 

キャリア・パスポ
ート記入時間をＬ
ＨＲの年間計画に
設定し充実を図る
。 
 

〇キャリア・パスポート入力・ま
とめの時間を設定し、振り返
りと次学期の目標に繋げる。 

〇１人１台タブレットを活用
し、各自のキャリア・パスポー
トを電子データ化する。 

４ 〇キャリアパスポートに関しては、各学期、時間を設定し入力が出
来た。また、Google サイトを活用し自己の成長の足跡が見られ
るように改善した。 
又、個に応じた指導では 3 年生の就職・進学指導に対して全職
員が役割を分担して取り組んだ。 

△Google サイト活用は効率的である一方、生徒ごとに記述の充実
度の差が大きく異なる。今後は記述の仕方を指導するなど、より
細やかな指導が必要である。 

 
生徒 
指導 
 

集団を
意識し
て行動
できる
力の育
成 

保護者（家
庭）と連携
した基本的
な生活習慣
を確立し、
情報モラル
教育を推進
する。 

生徒会が中心とな 
り自他の人権尊重 
と自己の健康管理 
の視点から本校の 
情報モラルのルー 
ルを、８月までに 
見直す。 

〇親と子の学びの中で、情報モ
ラルルールを確認し、各家庭
で実践する。 

〇ＩＣＴ推進校として、情報モ
ラル遵守先進校となるべく、
講師招へい講義を２学期に実
施する。 

３ ○１１月に外部講師を招へいし、情報モラル関係の講話を実施す
ることができた。（生徒・保護者・職員参加） 

 
○情報モラルに関わるアンケートを生徒、保護者を対象に実施し
、現状の課題を把握することができた。保護者と情報共有し、
次年度は各家庭における実践の徹底に繋げる。 

生徒の自治
活動機会を
確保する。 

生徒会・生徒各種 
委員会が「自律」 
を意識した活動を 
最低１つ計画する 
。 

〇体育祭、文化祭を始め、 
 学校行事等で生徒会・生徒 
各種委員会で地域連携の活動
を計画し、実施する。 

〇「生徒の心得」の見直し及び
再確認を、生徒会・後援会役
員会合同で実 
施し、服装・頭髪検査撤廃に
繋げる 

３ ○持続可能な学校行事を実現するため、生徒会執行部が中心とな
り、新たな体育祭を創り上げることができた。 

 
 
○「生徒の心得」の見直しについて、生徒会執行部が中心となり
、全生徒・保護者代表者・全職員の意見を取り入れ、進めるこ
とができた。 

人権教
育の推
進 

命を大
切にす
る心を
育む指
導 

多様性を受
け止め、自
他を尊重す
る資質と人
権感覚を育
成する。 

差別を見抜き、Ｎ
Ｏと言える生徒・
職員が１００％を
めざす。 

 

〇紙面とＩＣＴを活用し、適宜
、生徒・職員・保護者に人権
に関する啓発を行う。 

〇人権教育ＬＨＲ・全校集会・
綴り方などを通して、意見を
伝え合い、お互いを知ること
で安心・安全な居場所づくり
を推進する。 

３ ○職員に向けて、人権にかかわる講演会等の情報提供やオンライ
ン研修を実施することができたが、生徒・職員に比べ、保護者
への啓発が不十分であった。 

○ＬＨＲ、全校集会、人権作文を通して、人権教育の充実を図る
ことができた。 

 

「学びのＵＤの視 
点で互いの授業を 
参観し合う」授業 
参観を２学期に実 
施する。 

○専門機関の助言を受け、保護
者・職員と連携し個別教育支
援計画、個別の支援計画を１
学期に作成し、共通理解を図
る。 

○学びのＵＤ化をテーマとする
職員研修や授業参観週間を設

３ ○専門機関の方を招き、直接生徒の様子を見ていただくことで、
具体的な助言をいただくことができた。また、その内容につい
て保護者、職員で共通理解を図ることができた。 

 
 
○授業参観週間を設定し、特に職員間で意見交換することができ
た。 



定する。 
いじめ
の防止
等 

いじめ
を見落
とさず
、いじ
めを許
さない
環境 

づくり
の推進 

いじめを許
さない姿勢
を育成し、
いじめの早
期発見に組
織的に取り
組む。 

「いじめ早期発見 
のためのチェック 
リスト」と「いじ 
めを許さない行動 
指針（生徒会）」 
をいじめ防止サイ 
ンの日（毎月末） 
に確認する。 

〇いじめ防止サインの日を中心
に、本校のいじめ防止の取組
みに関して保護者と共通理解
を図る 

〇ＳＣによるカウンセリングや
ストレスマネジメント研修、
ＳＯＳの出し方研修、スクー
ルサイン等、専門機関を活用
し、いじめの早期発見早期対
応を図る。 

３ ○いじめが疑われる事案等が起きた際には、全職員で迅速な対応
をとることができ、いじめの早期発見に向けて組織的に取り組
むことができたが、「いじめ防止サインの日」の啓発が不十分
であった。 

〇ＳＣとも連携を図り、各種研修は予定通りに実施することが出
来た。 

 
 
 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

地域と
の連携
を強化
し、地
域の期
待に応
える学
校づく
り 

スーパー・
グロ 

ーカルハイ
スク 

ール（ＳＧ
ＬＨ 

）事業の充
実を 

図る。 

ＳＧＬＨ事業の自
己評価を５月と２
月に実施し、総合
型学校運営協議会
を基盤としたコン
ソーシアムに指導
・助言をいただき
、事業の深化を図
る。 

〇グローカル・プロデュースの
活動状況、学校行事・通常の
生徒の学習の様子等をＨＰに
掲載する。 

 
 
 
〇グローカル・プロデュースの
自己評価を学校運営協議会（
２回目）に提示し、指導・助
言をいただき、次年度に活か
す。 

４ 〇高森町のデータ放送を活用して、「高森高校イイネニュース」
として、学校行事や生徒の活躍など、PRに努めた。また、今年
度の県教育委員会の取組「県立高校検索ガイド」も活用し学校
の紹介を行った。高森町のデータ放送と県立高校検索ガイドは
今年度初めての取組で、管理職が担当したので、次年度は、IC
T活用委員会が中止となり、連携して、HPも活用しながらアピ
ールに努める。 

〇グローカルプロデュースの自己評価を集約し、学習成果の検証
を行った。 

 

健康 
管理・ 
安全 
管理 
 

健康教
育・保
健教育
の推進 

心身の健康
管理 

能力の育成 
 

担任・保護者と連
携して、歯科受診
率９０％以上を目
指す。 

〇保健委員会が、歯に関する疾
患が健康に及ぼす影響に関し
て生徒及び保護者に対して啓
発活動を行う。 

〇９月に未受診の生徒に個別面
談を実施し、受診に繋げる。 

３ ○保健委員を中心に、高森高校生の歯と口の実態の報告を保健だ
よりで行い、学校歯科医と連携し、要受診者への保健指導を学
期ごとに行った結果、受診率は８１．８％となり、その取組み
や結果を学校保健委員会で報告した。 

○継続的に受診喚起することで未受診者が減少した。 

環境教
育と防
災教育
の推進 

環境の維持
保全に寄与
する態度の
育成 

学校ＩＳＯの年間
消費電力削減に関
して、昨年度から
の上昇枠を最低限
にとどめる。 

〇コロナ禍対策やＩＣＴ活用授
業を充実するために電力消費
は上昇する。美化委員会主導
で、生徒が利用していない教
室のこまめな消灯を行い節電
に取り組む。 

〇美化委員が、学校ＩＳＯ重点
目標に関して生徒・職員への
啓発活動に取り組む。 

３ ○新型コロナウィルス対策で教室内に加湿器や空気清浄機など電
化製品が増え電力消費が上昇した。一方で移動教室のときの消
灯はできていたが、放課後の電子黒板の電源OFFの徹底ができ
ていなかった。 

 
 
△次年度は学校ISOに関して、生徒・職員への啓発活動に取り組
む。 

防災意識の
向上と自助

自助・共助を含め
た、コロナ禍にお

〇オンラインを通して全国の学
校と繋がり、本校の取組を紹

３ ○AED講習会、シェイクアウト訓練、避難訓練は「実践的」を意
識して、昨年度より充実した内容で取り組むことができた。 



・共助の意
識の育成 

ける防災教育を２
・３学期に行う。 

 

介すると共に他校の取組を知
り、刺激を受けることで更に
防災意識を高める。 

〇阿蘇広域行政事務組合消防本
部や高森町役場と協力して、
ハザードマップの有効な使い
方や高層ビル火災の避難を学
ぶ。 

 
 
 
○本校のタイムラインを作成し、危機管理マニュアルの改訂に取
り組んでいる。 

○式典や入試の際に緊急避難計画を立てて、有事に対しての対応
を全職員で共有した。 

〇修学旅行は中止になったが、高層ビル火災における避難に関し
て注意事項を確認した。 

  
 

４ 学校関係者評価 

【学校関係者評価委員による評価平均】 
学校経営3.6  学力向上3.3  キャリア教育3.5  生徒指導3.6  人権教育の推進3.1  いじめの防止等3.3  

 地域連携3.7  健康安全教育3.4 
 ※「入学生確保の為の本校の魅力発信」に関して努力を要するということで、学校経営に関して、お一人「努力が必要である」と評価さ

れた。 
 ※今年度はコロナ禍の為、学校関係者評価委員会は書面開催となった。生徒の様子を見ていただく機会は４回（学校運営協議会、授業参

観、体育祭・文化祭の動画配信視聴）のみであった。そのため資料を拝見するだけでの評価は難しいとのご意見もあった。 
 

【生徒・保護者・職員の学校評価アンケートに関して】 
〇三者とも評価が高く、高校が目標を立ててその実現に向けて取り組んだ成果が出たのだと思う。 
〇三者比較のデータ分析から、評価項目の伸びが数値の変化としてよく表れていて、素晴らしいと思う。  
 
【評価していただいた内容】 
〇働き方改革で、ICTを活用した業務改善は評価する。 
〇「地域との連携を強化して、高森高校の教育活動の魅力を生徒が主体的に発信する」という学校教育目標が、達成できていると思いまし
た。 

〇生徒の「自律」を推進する人材育成を実行し、学校経営、キャリア教育、地域連携で、高い評価の取組をされています。  
 
【ご指摘やご助言をいただいた内容】 
〇４１名の入学生の確保に関しては、漫画関連学科の動きに合わせてプロジェクト体制で進めるべきだと思います。  
〇ICTを使った情報発信など、もっと可能かと思いますが、そこに携わる専任の方がおられないと難しく大変であると感じています。  
〇HPやFacebookの更新など、入学を考えている方が検索された際に、新しい情報や知りたい情報に繋がって欲しいと思います。 
〇多くの項目について、『非常に良い・良い』の高評価だが、『努力が必要である・かなりの改善を必要とする』」の評価（意見）も大切
にしていただきたい。 

〇生徒・保護者が学校評価に回答する際、親子で会話をしているか、情報の発信の努力と受信の努力が必要だと感じます。 



 
 

５ 総合評価 

【昨年度の学校関係者評価との比較】 
学力向上とキャリア教育に関しては昨年度に比べると、若干評価が下がった。これは、今回の学校関係者評価委員会は書面開催で、具体

的方策にあげている「観点別評価」や「キャリアパスポート」に関して直接説明をすることができず、成果をイメージしていただくことが
できなかった事が要因であると考える。一方、生徒指導と地域連携の評価が上がっている。この２項目に関しては、職員の自己評価が上が
っていることも一因であろう。また、これらに関しては日常的に情報が発信されているので、成果を実感していただけていたと考える。ボ
ランティアやインターンシップ等を通して生徒の様子を見ていただく機会があり、多様性の観点からジェンダーにとらわれない制服の選択
は２学期から既に取り組んでいる。また、総合的な探究の時間「グローカル・プロデュース」は地域の方々からの指導・支援を受けながら
進めており、地域との連携は年々広がっている。 

 
【ご意見・ご助言から】 
〇コロナ禍で保護者や地域の方々が来校できたのは昨年と同様１・２回であった。しかし、今年度はオンライン配信を行い学習活動の様子
を視聴する機会を設けた。学校での様子を知る機会が多くなった事で、生徒・保護者による評価も全体的に上がったと考える。  

〇「全体的に高評価で、信頼されている学校だと思います」との評価をいただいたが、一方、「『人権教育』『いじめ防止』『先生方への
評価』で、一部の保護者の評価が低いことが気になる。一人一人の子どもをじっくりとみて欲しいのではないでしょうか。」とのご意見
をいただいた。また、学科改編に関して「多くの地域から多くの生徒さんが集まると益々活気あふれる学校になるのではと思う一方、き
め細かな個別指導が損なわれては本末転倒です。」とのご助言をいただいた。コロナ禍や学科改編で業務が増えることは避けられないの
で、小規模校の本校の良さである、生徒一人一人に対してのきめ細かい指導を、職員間だけでなく、保護者・地域と連携しながら、チー
ムで継続発展させる。 

〇入学生４１名の確保は今年度も達成できなかった。直接、対面による情報提供は効果があるが、全国展開を視野に入れた学科改編に向け
て、ICTを活用した情報発信、生徒を主体にした情報発信の構築は喫緊の課題である。 

 
 

６ 次年度への課題・改善方策 

〇ICT機器も活用し、生徒募集関係及び、在校生保護者に向けた情報発信を強化するため、生徒・保護者・職員による校内体制を整える。 
〇学科改編校内プロジェクト委員会を整備し、校内外の関係部署と連携し進める。学科改編に向けたタイムスケジュールと取組事項は、職
員は勿論、生徒・保護者とも情報を共有し、学校総体として令和５年４月１日を迎える。 

 
 
 


